
学位論文内容の要旨 

本論文は、看護師組織における働きやすい職場づくりに資することをねらいとして、

看護師の職務満足・働きやすさを高めるための方略について明らかにすることを目的と

した。 研究 1として病院勤務の看護師を対象に、働きやすさに関連する組織要因とし

て組織公正性の各因子、組織市民行動（organizational citizenship behavior 以下 OCB）、

職務満足と働きやすさの関連を仮説モデルにて検証した。次に研究 1で判明した、組織

公正性の下位因子である対人的公正が職務満足を高め、職務満足が働きやすさに関連し

ているとの結果から、研究 2では職務満足を高めるための具体的方策について検討した。 

第 1 章では、研究背景の説明と職場の働きやすさ・組織公正性・OCB・職務満足に関

する文献検討を行い、本研究の目的・構成について記述した。 

第 2章では研究内容を詳述した。研究 1では、A県内の病院に勤務する看護師を対象

に無記名自記式質問紙を用い基本属性、組織公正性（3 因子 17 項目）、OCB（5 因子 15

項目）、職務満足（20 項目）、働きやすさ（1項目）について回答を求めた。回収した調

査票は 451 人で、データに欠損のない調査票 322 人を分析対象とした。分析に先立ち、

データの正規性は尖度および歪度を用いて確認し、相関係数が 0.9以上の項目がないこ

とを確認した。次に組織公正性、OCB、職務満足の項目について因子構造モデルを明ら

かにするため探索的因子分析で検討した。標本妥当性の検討は Kaiser-Myer-Olkin測定

および Bartlett の球面性検定により確認した。その結果、組織公正性については手続

き的公正、分配的公正、対人的公正の 3因子、OCB については対人的援助、誠実さ、職

務上の配慮、組織支援行動、清潔さの 5 因子、職務満足については 1 因子を抽出した。

探索的因子分析で得られた結果をもとに確認的因子分析を行った。これらの因子構造に

ついて複合信頼性、収束妥当性、識別妥当性を検討した結果、適合度指標は許容範囲内

であり各尺度の妥当性を確認した。最後に仮説モデルを用いた構造方程式モデリングに

よる分析の結果、モデルがデータに適合していることが示された（CFI = 0.907、RMSEA 

= 0.049）。具体的には対人的公正と OCB、対人的公正と職務満足、OCB と職務満足、職
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務満足と働きやすさに有意な関連がみられた。また、分配的公正と OCB は有意な負の関

連がみられた。従って、看護師の職務満足・働きやすさを向上させるためには対人的公

正の向上が最適な方策であることが明らかとなった。 

研究 2では、研究 1 の結果を踏まえ、看護師の職務満足を高めるためのより具体的な

方略について明らかにした。即ち対人的公正に関連する要因として先行研究で明らかと

なっている、リーダーシップ、職場のソーシャルキャピタル、サポートと職務満足の関

連をロジスティック回帰分析で検討した。A 地方の病院に勤務する看護師を対象に

Google forms を用いた横断的無記名自記式調査を実施した。調査項目は基本属性、リ

ーダーシップ（8 因子 30 項目）、職場のソーシャルキャピタル（8 項目）、サポート（6

項目）、職務満足（20 項目）について回答を求めた。452 人から回答が得られ、看護職

者 449人の回答を分析対象とした。各尺度の信頼性、妥当性の確認は確認的因子分析を

行いモデルの適合度を確認した。また、先行研究で因子構造が検討されていないもの、

先行研究の因子構造が支持されなかったものについては探索的因子分析で因子構造を

推定し、確認的因子分析で確認した。サーバントリーダーシップ尺度は先行研究とは異

なり、4因子（Empowerment 、Stewardship 、Forgiveness 、Humility）のモデルが概

ね適合した（CFI＝0.957、RMSEA＝0.064）。ソーシャルキャピタル尺度は 1 因子モデル

が CFI=0.988、RMSEA=0.077 と良好で基準を満たしていた。サポート尺度は探索的因子

分析で 2 因子が抽出され、確認的因子分析では CFI=0.989、RMSEA=0.076 と良好であっ

た。職務満足は先行研究と同様の 1因子モデルが確認された。これらの変数は、対応す

る項目得点の合計をその因子の得点とした。因子間の相関を Spearman の相関分析で検

討すると、職務満足は Empowerment、Stewardship、ソーシャルキャピタル、上司・同

僚のサポートと中等度の、また Forgiveness、Humility と弱い相関が見られた。更に職

務満足の得点を中央値で 2 分し、2 値化して従属変数とし、年齢、性別、職種、職位、

学歴、雇用形態、病床数、Empowerment、Stewardship、Forgiveness、Humility、ソー

シャルキャピタル、上司・同僚のサポート、家族・友人のサポートを独立変数として多

重ロジスティック回帰分析を行った。その結果、職務満足に有意に関連する要因として

職位が高いこと、ソーシャルキャピタルが大きいこと、上司・同僚のサポートが大きい

ことが明らかになった。 

第 3章では研究で得られた主要な結果を総括し、研究の意義、看護への示唆、研究の

限界、今後の課題についても記述した。即ち、看護師の職務満足や働きやすさの向上に

は対人的公正を高めることが有益であること、また具体的な方略としてソーシャルキャ

ピタルや上司・同僚のサポートの向上が重要であることが示唆された。 
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論文審査結果の要旨 

 

本論文は、看護師組織における働きやすい職場づくりに資することをねらいとして、

看護師の職務満足・働きやすさを高めるための方略について研究した結果をまとめたも

のであり、得られた成果は次のとおりである。 

第 1 章では、研究背景の説明と職場の働きやすさ・組織公正性・組織市民行動

（organizational citizenship behavior、以下 OCB）・職務満足に関する文献検討を行

い、本研究の目的・構成について記述した。 

第 2 章の研究 1 では、病院に勤務する看護師を対象に無記名自記式質問紙調査を行

い、組織公正性、OCB、職務満足、働きやすさの関連を仮説モデルにて検証した。各尺

度の因子構造を探索的因子分析で検討し、組織公正性は手続き的公正、分配的公正、対

人的公正の 3因子、OCBは対人的援助、誠実さ、職務上の配慮、組織支援行動、清潔さ

の 5因子、職務満足は 1因子を抽出した。構造方程式モデリングによる分析の結果、対

人的公正と OCB、対人的公正と職務満足、OCB と職務満足、職務満足と働きやすさに有

意な関連が見られた。また、分配的公正と OCB は有意な負の関連が見られた。従って、

看護師の職務満足・働きやすさを向上させるためには対人的公正の向上が最適な方策で

あることが明らかになった。 

研究 2 では、研究 1 の結果を踏まえ、看護師の職務満足を高めるためのより具体的

な方略について検討した。病院に勤務する看護師を対象に無記名自記式調査を行い、対

人的公正に関連する要因として先行研究で明らかとなっている、リーダーシップ、職場

のソーシャルキャピタル、サポートと職務満足の関連を多重ロジスティック回帰分析で

検討した。具体的には職務満足の得点を従属変数とし、基本属性、リーダーシップの 4

因子、ソーシャルキャピタル、上司・同僚のサポート、家族・友人のサポートを独立変

数とした。その結果、職務満足に有意に関連する要因として職位が高いこと、ソーシャ

ルキャピタルが大きいこと、上司・同僚のサポートが大きいことが明らかになった。 

第 3 章では研究で得られた主要な結果を総括し、研究の意義、看護への示唆、研究

の限界、今後の課題についても記述した。 

以上の結果より、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は

博士（看護学）の学位論文として価値あるものと認める。 

 


